
 令和３年度 ユネスコスクール活動実践 

 

千葉県立佐倉南高等学校 

 

本校は「できることからはじめよう」を活動の合言葉に、「今まで実施していきた取組をさらに発展さ

せていく」こと、それを「後世に伝えていくこと」を目指し、ＥＳＤの実践を通して、地域で活躍する人

材の育成に取り組んできた。具体的には、交流、地域貢献を柱に、①学校・文化交流に関わる活動、②地

域貢献・ボランティア活動に関わる活動を行ってきた。また、ユネスコスクールが重点的に取り組む 3

つの分野を通して多様性に対応できる力の育成を目標とした。 

（１）学校・文化交流に関わる活動 

本校は、近隣の学校や地域との交流・連携に力を入れた活動を行なっている。併設されている印旛特別

支援学校さくら分校とは、体育祭や文化祭などの学校行事への相互参加、合同避難訓練など実施してい

る。また、さくら分校が制作したパンの販売が定期的に行われており、生徒間の交流につながっている。

高大連携事業としては、近隣の大学と連携し、大学主催のプレゼンテーションコンクールや公開授業へ

の参加、共同企画の実施や教育実習生の受け入れ等を行っている。地域住民との交流活動としては、福祉

施設や保育園での交流活動、各種イベントへの参加が中心である。 

活動が制限される中、野外活動やオンライン上での交流の機会が 

増えたことで、昨年よりも活動の機会は確保することができた。 

 

（２）地域貢献・ボランティア活動に関わる活動 

例年、地域貢献活動として、地域の催し物に参加したり、文化祭を通じて、地域で活動している団体と

連携を図るなどしている。今年度は、地域の企業の方々と高等学校が連携して行なった地域活性化のた

めの事業にも参加させていただいた。 

ボランティア活動としては、学校全体の取り組みとして、毎年地域清掃を学期に一度実施しており、通

学路を中心に清掃活動を行っている。校内ではリサイクル活動にも取り組んでいる。昨年度から地域で

行なわれているフードバンクへの活動にも参加させていただいた。今年度からは、千葉県立農業大学校

とも連携し、JR 佐倉駅南口の花だん作りに取り組んでいる。 

 

（活動例） 

①佐倉駅前花だん作りボランティア 

 

 

②地域活性化のためのイベントへの参加 

 

③地域清掃ボランティア 

  

 

 


